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   株式会社飛騨ゆいの経営状況報告について  

 

 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、株

式会社飛騨ゆいの第７期（令和３年度）事業報告及び決算に関する書類並びに第８

期（令和４年度）事業計画及び予算に関する書類を別紙のとおり報告する。  

 

 

 

     令和４年９月６日提出 

 

 

                      飛騨市長  都 竹  淳 也 
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2



  

  

第７期（令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日）事業報告 

当社の第７期の売上高は 249,584 千円で、当初計画 325,427 千円を達成することはでき

ませんでした。 

また、令和３年度の当社の施設を利用した顧客は 100,090 人で前年度対比 9,357 人増加

しました。アウトドアスポーツ事業部のなかんじょ川やナチュールみやがわと入浴施設の

利用者が増加したことが要因でした。宿泊施設については、利用者については、微増したも

のの、コロナ禍の影響で計画より大幅に減少しました。 

このため、売上の増加した施設はホテル季古里、ふれあい広場、なかんじょ川、やまびこ

館、かわいスキー場、おんりー湯、やな、ナチュールみやがわでした。反対に減少した施設

は、すぱ～ふる、ゆぅわ～くはうす、YuMe ハウス、やまさち工房、バスとなっています。 

 経費面では、給与は前年度対比 14,208 千円の減、雑給も 6,203 千円減少したのは、退職

後の補充をしなかったことによるものです。 

広告宣伝費が前年度対比 6,919 千円減少したのは、昨年は、コロナ禍の関連で広告宣伝費

の市からの補助金があり有効にチラシを作製しましたが、今期は、印刷を最小限に抑えたこ

とによるものです。 

減価償却費は、前年度対比 11,043 千円増加したのは、監査委員からの指摘で限度額まで

償却したことによるものです。 

水道光熱費は、前年度対比 4,808 千円増加したのは、原油価格の高騰によるものです。  

経常利益は、-19,389 千円で計画より-14,187 千円、前年度対比-5,577 千円減少しました。 

第７期は、４月には組織再編を行い、地域別事業部制から業種別事業部制へ移行し、共同

仕入れや人的な協力体制などで経費の削減をするなど、良い面もありましたが、前述したと

おり、まん延防止が延長され、確実に宴会や宿泊のキャンセルが相次ぎ売り上げや経常利益

が計画より大幅に減少し大変厳しい結果となりました。 

しかし、ナチュールみやがわのキャンプ場の増設や飛騨かわいスキー場の若手スタッ

フ起用による業務刷新、グリーンシーズンの利用などで売上も増加しました。 

反対に YuMe ハウスについては、売上も伸びず今後黒字化は望めないという結論に至り

地域の理解を得、休業することとしました。 

いずれにしましても、コロナ禍の影響はあったものの厳しい結果となりましたことは、役

員として力不足であり、大変申し訳なく思っております。 
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（事業改善施策） 

（１） アウトドア・スポーツ部門の運営強化 

（２） かわいスキー場有効利用策実施（山菜、キャンプ、ドックラン） 

かわいスキー場センターハウス、HP、ポスター等のリニュルアル。 

SNS、YouTube 等を活用した積極的な情報発信。 

（３） 季古里の運営見直し（サイトの更新、サービス教育、新プラン造成他） 

（４） その他 

① 宴会需要減少に伴うマイクロバス２台廃車。 

② 正社員の退職補充は行わず人件費削減。 

③ 減価償却の見直し（税法上の限度額） 

④ 補助金、助成金の活用（事業復活支援金） 

⑤ 飛騨市による第３次支援金の助成。 
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単位：人

部　　門 施設名
平成30年
度

令和元年
度

令和２年度 令和３年度 昨年度比

ホテル季古里 8,712 8,201 3,010 3,202 192

YuMeハウス 3,569 3,030 934 999 65

やまびこ館 3,346 3,487 1,132 1,294 162

アスク山王 368 484 598 534 -64

ふれあい広場 17,455 17,878 4,437 9,105 4,668

屋内運動場 2,379 1,979 1,934 1,795 -139

なかんじょ川 4,621 4,737 3,882 5,181 1,299

かわいスキー
場

14,400 0 4,609 4,556 -53

ナチュールみ
やがわ

801 974 785 1,075 290

ゆぅわーくはう
す

24,318 24,907 18,187 18,926 739

すぱーふる 54,884 51,534 30,889 32,937 2,048

宮川事業部 まんが王国 13,396 14,645 8,578 8,372 -206

148,249 131,856 78,975 87,976 9,001

令和３年度施設利用者数推移

スポーツ・アウト
ドア事業部

入浴事業部

アコモデーショ
ン事業

合計
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決算報告書

令和 3年 4月 1日 から

令和 4年 3月31日 まで

第７期

株 式 会 社 飛 騨 ゆ い

(法人番号:8200001032246)
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株式会社 飛騨ゆい

貸借対照表

(単位：円)

金 額 構成比 金 額 構成比

科        目

第６期 第７期

令和 3年 3月31日現在 令和 4年 3月31日現在

% %

（資産の部）

流動資産 103,854,982 100,002,47558.2 63.2

現金及び預金 72,250,301 71,595,15840.5 45.2

売掛金 7,369,576 7,015,7954.1 4.4

商品 3,833,718 3,008,9012.1 1.9

製品 2,144,714 2,603,2331.2 1.6

仕掛品 891,583 465,3110.5 0.3

原材料 3,921,552 4,046,9212.2 2.6

貯蔵品 3,345,164 3,583,5961.9 2.3

前払費用 341,136 333,6790.2 0.2

未収入金 9,736,682 7,349,8815.5 4.6

立替金 20,556 -0.0

固定資産 73,716,574 57,682,47641.3 36.4

有形固定資産 42,447,409 28,833,10423.8 18.2

建物 18,091,207 16,480,01910.1 10.4

建物付属設備 4,059,809 3,434,8022.3 2.2

構築物 3,801,391 3,600,9882.1 2.3

機械及び装置 1,351,678 900,3600.8 0.6

車両運搬具 6,903,528 133.9 0.0

工具、器具及び備品 7,129,044 4,306,4224.0 2.7

一括償却資産 1,110,752 110,5000.6 0.1

無形固定資産 7,615,802 5,036,0094.3 3.2

営業権 2,362,149 1,343,4471.3 0.8

ソフトウェア 4,699,963 3,178,8722.6 2.0

借地権 153,690 153,6900.1 0.1

商標権 400,000 360,0000.2 0.2

投資その他の資産 23,653,363 23,813,36313.3 15.0

子会社株式 21,000,000 21,000,00011.8 13.3

敷金 - 160,000 0.1

出資金 210,000 210,0000.1 0.1

預託金 843,363 843,3630.5 0.5

供託金 1,600,000 1,600,0000.9 1.0

繰延資産 833,495 570,1620.5 0.4

その他 833,495 570,1620.5 0.4

資産合計 178,405,051 158,255,113100.0 100.0
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株式会社 飛騨ゆい

貸借対照表

(単位：円)

金 額 構成比 金 額 構成比

科        目

第６期 第７期

令和 3年 3月31日現在 令和 4年 3月31日現在

% %

（負債の部）

流動負債 17,312,573 17,931,8579.7 11.3

買掛金 4,964,944 7,848,1872.8 5.0

未払金 3,854,658 1,704,2602.2 1.1

未払法人税等 543,000 543,0000.3 0.3

未払消費税等 - 3,321,200 2.1

前受金 4,131,320 2,083,4002.3 1.3

預り金 1,063,337 532,1200.6 0.3

入館前受金 2,755,314 1,899,6901.5 1.2

負債合計 17,312,573 17,931,8579.7 11.3

（純資産の部）

株主資本 161,092,478 140,323,25690.3 88.7

資本金 100,000,000 100,000,00056.1 63.2

資本剰余金 100,000,000 100,000,00056.1 63.2

資本準備金 100,000,000 100,000,00056.1 63.2

利益剰余金 -38,907,522 -59,676,744-21.8 -37.7

その他利益剰余金 -38,907,522 -59,676,744-21.8 -37.7

繰越利益剰余金 -38,907,522 -59,676,744-21.8 -37.7

純資産合計 161,092,478 140,323,25690.3 88.7

負債及び純資産合計 178,405,051 158,255,113100.0 100.0
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株式会社 飛騨ゆい

損益計算書

(単位：円)

科 目

金 額 百分比 金 額 百分比

令和 3年 3月31日まで 令和 4年 3月31日まで

令和 2年 4月 1日から 令和 3年 4月 1日から

第６期 第７期

% %

249,584,216257,919,752売上高 100.0 100.0

249,927,587258,493,311売上高 100.2 100.1

343,371573,559売上値引戻り高 0.2 0.1

73,139,43779,896,746売上原価 31.0 29.3

5,978,4326,237,549期首棚卸高 2.4 2.4

46,703,67153,287,881当期商品仕入高 20.7 18.7

26,069,46826,349,748当期製品製造原価 10.2 10.4

78,751,57185,875,178合      計 33.3 31.6

5,612,1345,978,432期末棚卸高 2.3 2.2

176,444,779178,023,006売上総利益 69.0 70.7

336,097,129351,791,121販売費及び一般管理費 136.4 134.7

-159,652,350-173,768,115営業利益（損失） -67.4 -64.0

140,579,669159,964,515営業外収益 62.0 56.3

17,41258,588受取利息 0.0 0.0

97,726,368109,064,623指定管理料収入 42.3 39.2

38,456,90648,590,618補助金収入 18.8 15.4

3,4001,900受取配当金 0.0 0.0

4,375,5832,248,786雑収入 0.9 1.8

316,8768,667営業外費用 0.0 0.1

-4,568支払利息割引料 0.0

263,333-繰延資産償却 0.1

53,5434,099雑損失 0.0 0.0

-19,389,557-13,812,267経常利益（損失） -5.4 -7.8

833,321708,903特別損失 0.3 0.3

606,203708,903固定資産除却損 0.3 0.2

227,118-固定資産売却損 0.1

-20,222,878-14,521,170税引前当期純利益（損失） -5.6 -8.1

546,344552,344法人税、住民税及び事業税 0.2 0.2

-20,769,222-15,073,514当期純利益（損失） -5.8 -8.3
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株式会社 飛騨ゆい

販売費及び一般管理費の内訳

(単位：円)

科 目

金 額 百分比 金 額 百分比

令和 3年 3月31日まで 令和 4年 3月31日まで

令和 2年 4月 1日から 令和 3年 4月 1日から

第６期 第７期

% %

73,751,09087,959,797従業員給与 34.1 29.5

9,8012,150会議費 0.0 0.0

94,53160,109旅費交通費 0.0 0.0

3,160,59210,080,276広告宣伝費 3.9 1.3

202,305139,477販売促進費 0.1 0.1

704,760768,309サービス費 0.3 0.3

4,033,1083,896,300発送配達費 1.5 1.6

8,482,1458,917,730車両費 3.5 3.4

189,05370,552図書研修費 0.0 0.1

7,441,8536,597,624支払手数料 2.6 3.0

10,789,0009,315,500役員報酬 3.6 4.3

-1,200,000出向費 0.5

70,242,57176,446,374雑給与 29.6 28.1

4,473,1885,099,570厚生費 2.0 1.8

17,452,21119,799,839法定福利費 7.7 7.0

15,030,4563,987,000減価償却費 1.5 6.0

1,384,0141,369,167地代家賃 0.5 0.6

4,295,8872,998,244修繕費 1.2 1.7

894,939987,396事務用消耗品費 0.4 0.4

4,154,4944,785,493通信費 1.9 1.7

55,462,48650,653,556水道光熱費 19.6 22.2

989,7051,549,662租税公課 0.6 0.4

72,000142,337寄付金 0.1 0.0

479,701452,529接待交際費 0.2 0.2

997,6761,306,253保険料 0.5 0.4

14,071,50617,417,522備品消耗品費 6.8 5.6

20,830,84420,750,187管理諸費 8.0 8.3

764,497871,229会費負担金 0.3 0.3

7,693,3488,478,258リース料 3.3 3.1

4,664,3541,798,966委託費 0.7 1.9

2,290,0082,213,890清掃費 0.9 0.9

995,0061,675,825雑費 0.6 0.4

336,097,129351,791,121販売費及び一般管理費合計 136.4 134.7
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株式会社 飛騨ゆい

製造原価明細書

(単位：円)

科        目

金 額 金 額構成比 構成比

令和 3年 3月31日まで

第６期

令和 4年 3月31日まで

第７期

令和 2年 4月 1日から 令和 3年 4月 1日から

% %

材料費 14,571,140 54.8 13,708,354 53.5

期首材料棚卸高 4,610,134 17.3 3,921,552 15.3

材料仕入高 13,882,558 52.2 13,833,723 53.9

合      計 18,492,692 69.5 17,755,275 69.2

期末材料棚卸高 3,921,552 14.7 4,046,921 15.8

労務費 8,370,258 31.5 8,046,118 31.4

賃金 3,954,000 14.9 3,564,000 13.9

雑給 3,507,507 13.2 3,748,197 14.6

法定福利費 696,626 2.6 641,415 2.5

厚生費 212,125 0.8 92,506 0.4

経費 3,655,605 13.7 3,888,724 15.2

外注加工費 26,264 0.1 24,573 0.1

保守点検料 292,800 1.1 292,800 1.1

電力費 865,031 3.3 1,225,383 4.8

動力燃料費 1,030,871 3.9 806,240 3.1

水道料 8,000 0.0 13,040 0.1

減価償却費 72,000 0.3 284,866 1.1

リース料 624,000 2.3 624,000 2.4

修繕費 129,682 0.5 263,550 1.0

租税公課 23,800 0.1 6,000 0.0

保険料 43,880 0.2 36,450 0.1

消耗品費 130,905 0.5 184,802 0.7

車両費 340,244 1.3 66,586 0.3

雑費 68,128 0.3 60,434 0.2

当期総製造費用 26,597,003 100.0 25,643,196 100.0

期首仕掛品棚卸高 644,328 891,583

合      計 27,241,331 26,534,779

期末仕掛品棚卸高 891,583 465,311

当期製品製造原価 26,349,748 26,069,468
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株主資本等変動計算書

(自 令和 2年 4月 1日
至 令和 3年 3月31日)

(自 令和 3年 4月 1日
至 令和 4年 3月31日)

前事業年度 当事業年度

株主資本

資本金

当期首残高 100,000,000 100,000,000

当期変動額

当期変動額合計 0 0

当期末残高 100,000,000 100,000,000

資本剰余金

資本準備金

当期首残高 100,000,000 100,000,000

当期変動額

当期変動額合計 0 0

当期末残高 100,000,000 100,000,000

資本剰余金合計

当期首残高 100,000,000 100,000,000

当期変動額

当期変動額合計 0 0

当期末残高 100,000,000 100,000,000

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

当期首残高 △23,834,008 △38,907,522

当期変動額

当期純損失 △15,073,514 △20,769,222

当期変動額合計 △15,073,514 △20,769,222

当期末残高 △38,907,522 △59,676,744

その他利益剰余金合計

当期首残高 △23,834,008 △38,907,522

当期変動額

当期純損失 △15,073,514 △20,769,222

当期変動額合計 △15,073,514 △20,769,222

当期末残高 △38,907,522 △59,676,744

利益剰余金合計

当期首残高 △23,834,008 △38,907,522

当期変動額

当期純損失 △15,073,514 △20,769,222

当期変動額合計 △15,073,514 △20,769,222

当期末残高 △38,907,522 △59,676,744

(単位：円)
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株主資本等変動計算書

(自 令和 2年 4月 1日
至 令和 3年 3月31日)

(自 令和 3年 4月 1日
至 令和 4年 3月31日)

前事業年度 当事業年度

株主資本合計

当期首残高 176,165,992 161,092,478

当期変動額

当期純損失 △15,073,514 △20,769,222

当期変動額合計 △15,073,514 △20,769,222

当期末残高 161,092,478 140,323,256

純資産合計

当期首残高 176,165,992 161,092,478

当期変動額

当期純損失 △15,073,514 △20,769,222

当期変動額合計 △15,073,514 △20,769,222

当期末残高 161,092,478 140,323,256

(単位：円)

27



株式会社　飛騨ゆい商号
令和 3年 4月 1日から

令和 4年 3月31日まで

個 別 注 記 表

Ⅰ．この計算書類は、「中小企業の会計に関する基本要領」によって作成しています。

Ⅱ．重要な会計方針に係る事項に関する注記

１．有価証券の評価基準及び評価方法

 (1)その他有価証券

    移動平均法による原価法を採用しております。

２．棚卸資産の評価基準及び評価方法

    最終仕入原価法による原価法を採用しております。

３．固定資産の減価償却方法

 (1)有形固定資産

    定率法又は旧定率法を採用しております。

    ただし、平成10年4月1日以後に取得した建物（附属設備を除く）については旧定額法、平成19年4月1日

    以後に取得した建物（附属設備を除く）については定額法、平成28年4月1日以後に取得した建物附属設

    備及び構築物については定額法を採用しております。

 (2)無形固定資産

    定額法又は旧定額法を採用しております。

 (3)長期前払費用

    期間均等償却を採用しております。

４．消費税等の会計処理

    消費税等の会計処理は税抜方式を採用しております。

Ⅲ．貸借対照表等に関する注記

１．有形固定資産の減価償却累計額 　　　　　　　　      36,566,485円

Ⅳ．株主資本等変動計算書に関する注記

１．発行済株式総数　　　　　　　 　　　　　　　　             200株

Ⅴ．一株当たり情報に関する注記

１．一株当たり純資産額は、701,616.28円であります。

２．一株当たり当期純損失は、103,846.11円であります。

                                                                                              以　上
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営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純損失 △20,222,878△14,521,170

減価償却費 15,315,3224,059,535

受取利息及び受取配当金 △20,812△60,488

支払利息 04,568

有形固定資産売却益 00

有形固定資産除却損 193,5291,734,351

有形固定資産売却損 227,1180

売上債権の増加額 △1,645,639757,110

棚卸資産の減少額 428,7691,644,070

仕入債務の増加額 2,883,2431,005,798

未払消費税等の減少額 △3,321,200△4,364,000

その他の流動資産の減少額 2,366,314△2,494,042

その他の流動負債の減少額 △3,537,239△2,945,759

小計 △7,333,473△15,180,027

利息及び配当金の受取額 20,81260,488

利息の支払額 0△4,568

法人税等の支払額 △546,344△552,344

営業活動によるキャッシュ・フロー △7,859,005△15,676,451

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △5,577,364△4,829,793

定期預金の払戻による収入 6,157,6965,239,866

有形固定資産の取得による支出 1△1,442,059

有形固定資産の売却による収入 45,455△652

無形固定資産の取得による支出 516,006301,343

投資活動によるキャッシュ･フロー 1,141,794△731,295

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 012,000,000

短期借入金の返済による支出 0△12,000,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 00

現金及び現金同等物に係る換算差額 00

現金及び現金同等物の減少額 △6,717,211△16,407,746

現金及び現金同等物期首残高 41,311,10357,609,946

現金及び現金同等物期末残高 41,236,29241,311,103

キャッシュ・フロー計算書

(単位 : 円)

(自 令和 3年 4月 1日

至 令和 4年 3月31日)

(自 令和 2年 4月 1日

至 令和 3年 3月31日)

前事業年度 当事業年度
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第 8 期（令和４年度）事業計画 

（令和４年４月１日～令和５年３月３１日） 
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第８期(令和４年 4 月 1 日から令和５年 3 月 31 日まで)事業計画（案） 

 

１．事業方針 

２年続いたコロナ禍の影響でアコモデーション事業部の売上が計画に満たず、会社

全体の収支に大きな影響を与えております。今期は、指定管理を受理して３年目であり

当社にとっては大事な時期にきています。そのため、アフターコロナの時代に対応しつ

つ、あらゆる施設について改善計画を樹立し、計画に沿って収益の増加につないでいき

たいと思います。 

今期も昨年同様経費削減に力を入れ、役員報酬については昨年に引き続き社長の報

酬を１０％その他の取締役は５％カット致します。 

また、地域づくり会社として市民生活を支えるためには何をなすべきかを考え、会社

として生き残りをかけ大鉈を振ることも大切と考えます。 

 

２．事業内容 

各事業部の取り組み 

〇アウトドア・スポーツ事業部 

① なかんじょ川とナチュールみやがわは、昨年度に引き続きインターネットを使った販売

戦略を強化します。 

② ふれあい広場でグランド管理業務の受託（新に）します。 

 

〇アコモデーション事業部 

・季古里 

① 経費（人件費）の削減 

社員を削減し、忙しい時間帯や繁忙期にパート中心で運営する事により、人件費を 20％

削減します。シフト時間の見直しにより効率的に業務を遂行する事で質を高めていく。

（これまでの泊まり勤務は 16 時〜翌日の 10 時まで拘束だった） 

原材料費の高騰を考慮し、料理料金等の見直しによる原価率の適正化を図ります。 

 

② 接客強化 

朝霧の森、飛騨古川、レールマウンテンバイクを軸としたお客様への観光案内等による

おもてなし強化します。 

月 1 の社員研修を実施し、サービスレベルの向上を図ります。 
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③ WEB 集客強化 

WEB 業務を現場スタッフから外部委託に切り替える事により、現場の業務負担を軽減

しながら WEB 集客に戦略的に取り組む。（これまでは現場業務が多忙な事や慣れない

WEB 管理に手が回っていなかった。） 

飛騨市での体験を組み込んだプランを増やす事により様々な経路でホテル季古里を知

っていただくきっかけを作ります。 

SNS（特に Twitter）に積極的に取り組んでいきます。 

OTA でのクチコミ 4.3 ポイント以上をキープします。 

 

④ 経常利益 10％確保 

原価率 25％、人件費率 25％（本店経費含めると 35％）、販売管理費 65％以内を徹底し

ます。利益 10％を確保します。 

 

⑤ ホテル季古里にて新型コロナウイルスまちなか検査センターの開設安心してご宿泊

いただけるように、ホテル季古里にて検査センターを開設する取り組みを実施しま

す。 

 

〇入浴施設事業部 

・すぱーふる 

令和 3 年度から会員募集を始め現在約 600 名となった。令和 4 年度は年２回の会員向

け DM 発送等を行い、利用客数の底上げを狙います。また、和室に新たにソファを設置

する等してお客様サービスの向上にも力を入れます。 

 

・ゆうわ〜くはうす 

地元の利用者が多数を占めており、誰もが気軽に立ち寄れる健康増進施設としての利

用拡大に努めます。 

 

〇宮川振興事業部 

施設の独自性の情報発信を行い集客に努めます。（まんが感謝デー、鮎食べ処、買い物

ツアーやドローン、アクア教室）を実施します。 

 

〇自主事業部 

・やまさち工房 

コロナ禍の影響でこの２年間売上が減少し収益が減少してきています。ネット販売やふる

さと納税など積極的に活用し売上の向上につなげます。また、顧客のニーズを把握し新たな

商品開発なども手掛けていきます。 
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〇共通部門 

・ネット販売強化（ふるさと納税返礼品） 

・サービスの向上 

・人事評価制度の導入 
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